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第 4学 年   図 画  ! 作 科 ―
~理

事寸旨 製妻舅護

日 時   平 成 15年 11月 12日 (水)5校 時

学 級  4 年 1 組

児童数  男 子 18名  女 子 14名  計 32名

指導者  山  下  格  子

題材名  こ んなプリントシール見たことない !

題材について

本題材は、学習指導要領の内容 「A表 現 (2)「 絵や立体、つくりたいものをつく

る」」にあたる。プリントシール機は町中でよく見かけられ、写すだけでなく、フレ

ームがめずらしいものや自分で画面を自由に操作できるものに人気が集まっている。

この、プリントシールのフレームを
4自

分らしさ
"い

っぱいのデザインで自作 し、ま

た、お互いに撮り合ったり見合ったりしながら
4友

達らしさ
"や “

友達のよさ
″
を見

つけていく楽しい題材である。

この時期の児童は、絵や立体、工作などに表現することや、材料などを使って楽し

く造形活動することに十層鞠心を持つようになる。そして、―A― Aの 興味や関心な

どが広がるようになり、個性的な発想や表現を楽しむ傾向も広がる。本学級の児童は

図工が好きで、楽しみにしている。作品をよりよいものにしていこうとする意敬も高

い。しかし、どんなものを描こうか、つくろうかと考えるのが昔手で参考作品や友達

の作品の模倣に終始してしまう児童もいる。発想 ・構想の段階で
“
自分らしさ

フ
につ

いて考えたり話し合ったりする時間を設定し、どの児童にも自信を持って
“
自分らし

さ
"に

こだわらせ、楽しんで作品に向かわせたい。

指導にあたっては、題材との出会いを大切にしたい。参考作品により実際にプリン

トすることで製作意欲が喚起されると考える。また
“
自分らしいフレーム'に

ついて

イメージを深め、表現方法や材料についても工夫させたい。自分らしきがなかなか探

せない児童のためにも、この発想 ・構想の段階をていねいに扱いたい。作品が完成し

たあとの撮影会では、お互いの
“
○○ちゃんらしさ

"や “
よさ

ル
をたくさん見つけさ

せ、発表し合う場を設定することで、児童が作品や自分に対する愛着をより深め、成

就感を持てるようにしたい。

題材の目標                 ‐

関心 ・意欲 ・態度 発ヽ想 ・構想の能力 創造的な技能 鑑賞の能力

“
自分らしさ

" に

ついて積極的に考

え、絵や立体に表

すことを楽しもう

とする。

自分らしさのイメ

ージにあった形や

色、表現方法や材

料を考え発想を広

↓ガる。

材料の特性を生か

し、表し方を二夫

し自分らしい表し

方を見つける。

自分たちの作品の

よさや感 じの違い

に気づ く。



4 題 材の指導計画と評価規準

時

間

学 習 活 動 評 価 規 準

関心・意欲・態度 発想・構想 倉1造的技能 鑑貨の能力

１

本

時

“
自分らしき

"に
つ

いてイメージをも
ちフレームの図策
を考える。

【自分らしい
フレームのイ
メージ】をもつ

ことができる。

イメー ジに合
つた表現方法、
色や形、材料を

構想できる。
2

自分のイ メー ジに

合 う材料を選び、フ

レームを作る。①

材料の特性 を
生か じた自分

らしい表 し方

を見つける。

3・

フレームの枠を作
る。

材料・用具を安
全、道切に使

う。

４

，
ヽ

６

フレームを作る。② 自分 の思 いを

絵や立体 に表

すことを、英し
んでいる。

自分のイメー

ジに合つたも
の、楽 しいもの

にしよ うと新

たな発想を加
えるなどして、
思い をふ くら

ませる。

いろいろな材

料 の特性 を生

か しそれ まで

に体験 した表

現方 法を組み

合 わせた りし

ながら、表 し方

を工夫する。

7

プ リン トンール撮

影会を行い、よい点

や 工夫 した点 を発

表 し合 う。

家達の発言や

説明を聞いた

り、自分の作品
の説明を意欲

的に発表 した

りしようとす

る。

友達の作品に関
心を持ちtま さ

に気づく。いろ
いろな表し方の

違いによる感じ

の違 いに気 づ

く。

5 本 時の指導

( 1 ) 目標
“
自分らしさ

"に
ういてイメニジをふ くらませながら考え、どんなフレこ―ムを作る

か構想を練るこ.とができる。

(2)本 時の評価の観点と判断基準

観  点 A 十 分満足ができる B お おむね満足ができる C努 力を要する児童への手だて

発 想 や 構

想の能力

イメージに合つた個

性的な表現方法、色

や形、材料を構想で

きる。

“
自分らしいフレームの

イメージ
"を

もつことが

できる。

イメニジに合つた表現方

法、色や形、材料を構想

できる。

イメージしたものを表現し

ようとする意識が乏しい。

→イメージしたものの中で

児童が絵に表しやすいもの

を取り上げ、スケッチして

みるよう促す。



(3)展 開

☆  評 準 ◇ 支 援
段

階 学習活動 評価規準 ・評価の方法 指導上の留意点

導

入
　

１０
分

I プ リン トシールのフレ
ームを作つていくこと

を知る。
・ 教師作例 (1)の提示
・ 作例作品でプリン トシ

ールの印刷

【TV デジカメ プリンタ】
2 学 習課題を把握する。

本時から学習する内容
がわかる。

児童の目の前でプリン

トシール を作 つてみ
せ、「やつてみたい !」

とい う思いをもたせ

る。

kう自分だけの 自分らしいフレームを考え

展

開

　

３０
分

自分らしいフレームと
はどう↓`うものか全体
で話 し合い、学習カー

ドに思いついたことを

書く。

好きなもの、こと

夢中になっていること

将来の夢

趣味

【学習カー ド】 ′

教師作例 (2)の 提示

自分らしいフレームの

図案を考える。

【学習カー ド】

・ “ 自分らしさ
"に

つい

て考え、思いをもつて

表現しようとする。

(関・意 ・態/観 察 ・カー

ド)

☆  【 自分 らしいフレー

ムのイメージ
ル

をもつ

ことができる。
☆ イ メニジに合つた表現

方法、色や形、材料を

構想できる。
(発想・構想/観 察・カー ド)

なかなか思い浮かばな
い児童には、好きな遊

びや将来なりたいもの

などを具体的に思い起

こさせるような声がけ

をすると

学習カー ドに連想 され

ることをどんどん書き

込ませ、その中から選

び取らせる。

立体表現の意識、材料

による表現の広が りに

ついて感 じとらせる。

活動が停滞 している児

童には、イメージした

ものの中で絵に表 しや

すいものを取 り上げ、
スケッチ してみるよう

に促す。
アイディアスケジチで

は、材料や形、色など

具体的に思いついたこ

とをどん どん書き込ま

せる。

◇

終
末
　

５
分

5  本 時の学習をふ りかえ

る。

【デジカメ】

6  次 時の学習内容 を知

る。

・ 自分の表 したいことを

意欲的に発表すること

ができるじ

(開。意 ・態/観 察 ・カー

ド)

表 したいことだけでな

く、表現方法や材料ま

で考えている児童のア

イディアを紹介する。
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